
「ICT活⽤の観点から⾒た新たな学びの姿と教室環境」
横浜国⽴⼤学教育学研究科 野中陽⼀

• ⼀⼈１台端末環境での学び（学びの転換）
学習の基盤となる資質・能⼒としての情報活⽤能⼒

• 教えるための教室環境から学ぶための教室環境へ
諸外国の教室（机の配置，⿊板，特別教室）

• ポストコロナ時代の新たな学び（少⼈数の視点）
遠隔教育，ハイブリッド対応（⾳声，２画⾯）

• GIGAスクール構想による全く新しいICT環境

学校施設の在り⽅に関する調査研究協⼒者会議
新しい時代の学校施設検討部会（第1回）

GIGAスクール
構想の実現
について

⽂部科学省
（２０２０）

⼀⻫学習から
個別学習
協働学習
にシフトした

普通教室の在り⽅
を検討する必要が
あるのではない
か。

学習の基盤となる
資質・能⼒である
情報活⽤能⼒の
重要性
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次世代の教育情報化推進事業
「情報教育の推進等に関する調査研究」

（⽂部科学省，2020）
学習指導要領（平成２９年告⽰）解説

総合的な学習の時間編

各学校においては，児童の発達の段階を考慮し，⾔語能
⼒，情報活⽤能⼒ (情報モラルを含む。)，問題発⾒・解
決能⼒等の学習の基盤となる資質・能⼒を育成していく
ことができるよう，各教科等の特質を⽣かし，教科等横
断的な視点から教育課程の編成を図るものとする。
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初等中等教育における
情報教育等の推進
（⽂部科学省，
経済産業省，
総務省2019）

各教科での学び
総合的な学習の時
間等での学び
の往還

EdTechの活⽤
（指導，学び）
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情報活⽤能⼒を育成するための教科等横断的なカリキュラム・マネジメント

ICT活⽤を前提とした
主体的・対話的で深い
学びの視点に⽴った

授業改善

育成

発揮 育成

育成

発揮

育成
発揮

発揮

情
報
活
⽤
能
⼒
の
向
上

問題解決・探究における情報を活⽤する⼒
（思考⼒，表現⼒，判断⼒等）

情報と情報技術を適切に活⽤するための知識と技能，問題解
決・ 探究における情報活⽤の⽅法の理解（知識および技能）

問題解決・ 探究における情報活⽤の態度
（学びに 向かう⼒・ ⼈間性等）

スキル

スキル

スキル

スキル

２００６年度 ⽂部科学省委託事業
「地域・学校の特⾊等を活かしたＩＣＴ環境活⽤先進事例に関する調査研究」（⽇本教育⼯学協会＝JAET）

2006年にイメージした
2015年の教室

この時の議論の中⼼は
多様な学習活動（内容）
の実現だった

• 遠隔交流
• プレゼン
• 共同編集
• 動画視聴
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「未来の学び」構築
パッケージ（⽂部科学
省，2020）

児童⽣徒が ICT を⽇常的に
活⽤することにより，
⾃らの学習を調整しながら
学んでいくことが
できるようになる
（「令和の⽇本型学校教育」の構築を⽬指して）

初期のフューチャースクール
（2011，小学校）

フューチャースクール
（2012，中学校）
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フューチャースクール
附属横浜中学校，2013

総合的な学習での活⽤ 教科の授業の中で
調べ学習，プレゼン

川崎市立川崎高等学校附属中学校
BYODによるタブレット導入（2016）

5



2007年1⽉ロンドン

2011年1⽉シンガポール

2017年5⽉上海

2006年5⽉韓国

2012年ロンドン市内の⼩学校
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英国の⼩学校の
教室（2006）

教室の⼤きさ
・形は多様

学習⽤の机は
グループ型配置

英国の⼩学校の
教室（2006）

⼀⻫指導場⾯

児童が
電⼦⿊板の前に
移動
その後は，
個別学習が中⼼
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普通教室の天井に
実物投影機・固定カメラ

（上海，2018）

モニタが埋め込まれた教卓
（上海，2018）

協働学習用の教室（上海，2018）

グループ活動用の電子黒板
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総合学習用の教室＋固定カメラ（上海，2017）

全ての教室の
固定カメラで
モニタ・録画
（⻄安，2004）

赤外線ワイヤレスシステムを用いた教室内での拡声に関する研究，2008

普通教室にワイヤレスマイク＋天井埋め込みスピーカを導⼊
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資料２−７
初等中等教育を
巡る動向と学校
施設を取り巻く
状況

IICT機器や机の
レイアウトの⾃由度が⾼い

⼩規模校の教室でのICT活⽤
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オープンスペース側に
⼤型提⽰装置を配置した例

⼀⻫指導を
多⽬的スペースで⾏うという発想もあるか

⾼等学校施設部会資料

普通教室の空
間を広げる

↓

講義スペース
＋
多様な学習活
動の
スペース
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資料２−７
初等中等教育を
巡る動向と学校
施設を取り巻く
状況

ハイブリッド化
対応が課題

遠隔教育システム活⽤ガイドブック第2版

「遠隔教育システム導⼊実証研究事業」
令和元年⽂部科学省委託 [ 令和2年3⽉31⽇発⾏ ] ⾳声の扱い，⼆画⾯が課題

12



喬木村の遠隔授業（2019）

理科「恐竜と化石」
京畿道教育庁未来型先進学校，2011
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普通教室における⽇常的なICT活⽤を
⽀える投影環境の検討
（内⽥洋⾏との共同研究,2010）

技術科の授業で２画⾯提⽰
左 PC画⾯
右 実物投影機

（川崎市⽴附属中学校）

プログラミングの授業
板書＋提⽰
（⿅児島市内⼩学校，2020）
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⽂部科学省，2020

・GIGAスクール構想によ
り配備される１⼈１台の
端末は，クラウドの活⽤
を前提としたものである
ため，⾼速⼤容量ネット
ワークを整備し，教育情
報セキュリティポリシー
等でクラウドの活⽤を禁
⽌せず，必要なセキュリ
ティ対策を講じた上で活
⽤を促進
・各学校段階において端
末の家庭への持ち帰りを
可能とする
・デジタル教科書・教材
等の普及促進や，教育
データを蓄積・分析・利
活⽤できる環境整備，ICT
⼈材の確保，ICTによる校
務効率化
（「令和の⽇本型学校教
育」の構築を⽬指して）

数学の学習者用デジタル教科書
の活用（2016，附属横浜中学校）

英語の学習者用デジタル教科書
で個別学習（ノート併用）
（2016，附属横浜中学校）
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チャット等で意⾒交換しながらワークシートに書き込む
（2016，附属横浜中学校）

• 机の大きさや機材の設置スペース，設置方法等が課題
• クラウド上でのコミュニケーションや協働作業時には教室（机の配置）と
いう概念は不要になる？
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